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独んなが経く会ぢづくつ協議会

みんなが輝くまちづくり協議会

会長  惣 津 章 雄

笠岡市自治基本条例に基づき笠岡市内24地区 (行政地区)にまちづくり協議会が設立さ

れ、去る平成 24年 4月 1日 に開催された笠岡市制 60周年記念式典にてその結成が発表さ

れ、足並みをそろえてスター トする運びとなりました。

陶山地区のまちづくり協議会は、平成 21年 5月 20日 に設立総会を開催してより、モデ

ル事業所として約 3年を経過しました。発足当初は、社会福祉事業所「わかば」との協働で

青空市を開催運営することを事業の柱としてまいりましたが、その他にも陶山地区のいろい

ろな地域課題に姑処してまいりました。

笠岡市が発行した「まちづくり協議会マニュアル・協同のススメ」には協働の必要性につ

いて次のように書いています。
「現在、少子高齢化や核家族化の進展などで他の地域からの転居者が増えてきていること

により、地域内での住民相互の関わりがだんだん希薄になり、地域内の課題等の解決が困難

になる恐れがあります。そのため地域住民が中心となり、地域内の住民一人ひとりの英知を

結集させる組織、すなわちまちづくり協議会を組織して、さまざまな地域課題に対応できる

体制作りを進める必用があります。行政においても、市民と共に考え、汗をかき、力を合わ

せて地域課題等の問題を解決していく組織作りに取り組み、分権型社会に封応したまちづく

りを考えていかねばなりません。」とあります。

陶山まちづくり協議会には、笠岡市地域担当員として市職員の竹井総務部長・的場市民課

副統括・井上税務課主任主事の三名の方々の協力をいただき、事業を進めてまいりましたが、

これからが本当のまちづくりの道と考えています。

昨年の 11月 に小中学生を姑象にワークションプを実施しました。その集計を見ますと陶

山の自然を愛する郷土愛の姿の反面、都会に憧れる姿も解 りました。祖先の残した偉大なる

遺産について語つてくれなかつたのは、残みな思いがしまいた。

陶山には先人が残してくれた偉大なる文化遺産がたくさんあります。 それは、私たちの

足元に残された宝物なのです。それを私たちは忘れていたのです。

私はこの偉大な遺産を30年の歳月をかけて「陶山百選」としてまとめて参りました。こ

の「陶山百選」を観光資源として、「陶山まちづくり」の柱としたいと考え、24年度の事

業計画の一つとして取り上げ開発していくことにしました。この「陶山百選」の企画が成功

すれば、小さな産業や、多少の雇用も生まれ、さらには一般の観光客が訪れてくれれば、交

通問題も解消されるのではないかと考えています。「住みよいまちづくり」を実現していく

ために、話し合い、協力しあい、汗を流していこうではありませんか。
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陶山地区みんなが輝くまちづくり協議会構成メンパーー覧表

平成 24年 7月 4日 現在 (※印

備   考代 表 者 名構 成 メ ン バ ー 名 役 職 名No

関藤 絵里会長愛育委員会

森岡 美佐子会長2 栄養委員会

花本 美世子 理事代表3 押撫生活改善グループ

校長 薮田 幸久4 笠岡市立陶山小学校

※薮田 幸久園長5 笠岡市立陶山幼稚園

西井  保笠岡市立金浦中学校 校長6

会長 小寺  都7 笠岡市立陶山小学校PTA
森岡  崇会長8 笠岡市立陶山幼稚園PTA
西江 智子9 笠国市立金浦中学校PTA 副会長

副会長・都会長館長 佐藤 達海10 笠岡市陶山公民館

岡田 安雄 副会長・部会長支部長11 笠岡市社会福祉協議会陶山支都

瀬戸 一志12 笠岡市消防団陶山分団 分団長

樋上  清 理事委員長13 行政協力委員会

坂本 二郎有田地区14 行政協力委員会

押撫地区 ※西江 克久15 行政協力委員会

※樋上  清篠坂地区16 行政協力委員会

佐藤 暁正17 行政協力委員会 入田地区

支部長 ※佐藤 達海18 交通安全協会陶山支都

西江 真佐美有田地区会長19 有田子ども会

※水田 太陽子20 押撫子ども会 押撫地区会長

篠坂地区会長 秀  千忠子21 篠坂子ども会

金政 美貴子入田地区会長22 入田子ども会

藤井 順子会長23 更生保護女性会

会長 ※森岡 聡子24 さくらの会

前田 進作 理事園長25 社会福祉法人敬業会 ときわ

笹野 正之 部会長管理者26 社会福祉法人敬業会 わかば

会長 ※岡田 安雄27 入田老人クラブ

会長 森岡  巧28 有田老人クラブ

西経 克久押撫老人クラブ 会長29

会長 増成  勉30 篠坂老人クラブ

森岡 聡子 理事会長31 陶山婦人会

理事・部会長瀬戸 伸次朗会長32 陶山安全・安心連絡協議会

教海 雄啓33 保護司

会長 ※岡田 安雄34 民生委員・児童委員協議会

※樋上  清副会長35 民生委員・児童委員協議会

委員 坂本 佳代子36 民生委員・児童委員協議会

理事西江 敬一委員37 民生委員 。児童委員協議会

水田 太陽子民生委員・児童委員協議会 主任児童委員38

主任児童委員 藤田 久美子39 民生委員・児童委員協議会

佐藤 富美子陶山支部長40 JA倉敷かさや女性都

会長・部会長惣津 章雄41 笠岡市文化財保護委員会 委員長

理事秀  義良42 学識経験者

監事学識経験者 水田 直博43

監事塩飽 あすか学識経験者43

長野 浩一笠岡市地域担当職員 財政課長

的場 基晃笠岡市地域担当職員 市民課統括

監査委員副統括 西江 瑞枝笠岡市地域担当職員

福尾 恭幸統括笠岡市政策都協慟のまちづくり課

池田 憲太郎副統括笠岡市政策部協働のまちづくり課
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陶山まちづくり協議会総会

平成 24年 6月 23日 (上)

10:00～ 11:30
陶山公民館  2階集会室

平成 24年度

惣津会長の挨拶

地 区

くりBH雀
―

「
u
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総 会 風 景

1平成 23年度 事業報告及び決算の件

2平成 24年度事業計画及び予算の件

平成 24年度運営交付金 1,462,000円

平成 24年度活動交付金 2,069,000円

3部会の設置と会員公募の件

4臨時職員公募の件

5規約一部変更の件

6その他

決 議 事 項 総務部会 (行政との連絡 。会計 。庶務 )

情報広報部会 (情報収集と伝達・会報)

物産販売部会 (青空市 。常設販売所 )

交通問題研究会 (楽 しく暮らせるまち作り)

観光開発部会 (施設遺跡の整備パンフ作り)

今後の予定

福祉都会 安全安心部会 環境都会等

臨時職員の募集

O募集人員   数名 (男女不問)

O待遇   時給 800円
勤務時間一日3～ 4時間 (週 1～ 3日 )

○勤務内容 青空市関係・事務作業 。その他

※連絡問い合わせは惣津会長 (66・ 0127)ま で

総会後 DVDを 見て研修 した

「過疎の村を救つた葉っぱビジネス」

と題 して徳島県上勝村の日本料理に

欠かせない「つまもの」と呼ばれる花

や葉っぱを売つて高収入をあげるよ

うになつた実話を取り上げていた。

若い農協職員の努力と高齢女性達

の知恵と協力が実を結んだのである。
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人事異動によリフ同1日から豊団市ittm担当耐買が奎わりました。
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前任者  大変お世話になりました。

竹井賢二朗氏・的場基晃氏 。井止信二氏

編

集

後

記
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岡
市
制
六
十
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か
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後任者  よろしくお願いします。

西江瑞枝氏・  長野浩一氏・  的場基晃氏

監査委員副統括  財政課長   市民課統括

毎月第 2日 曜 日開催 していま

す (8:30～ 10100)

嘱

脚

7月 はゼラニウムの鉢植を無料配布

リサイクル した鉢で花いつぱい運動

交通問題研究部会

第 2回高齢運転者マークの配布について

日召不日1 2年 4月 1日 か ら日召不日1 5年 3月

31日 生まれの ドライバーに配布 します。

毎月第 1火曜 日に理事会を開いて話 し合つています。


